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山ロ大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

当院では、以下の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、情報を研究目的に利用されることを希望されない場合は、

以下の問合ぜ先にご連絡下さい。

①研究課題名バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術(B-RTO)による門脈血流改変が小腸粘膜に及ぼす影響
②実施予定期間倫理審査委員会承認後～2017年3月31日

③対象患者山ロ大学医学部附属病院第一内科にて④の対象期間中にB-RTO検査を受け、その前後にカプセル内視鏡が施行された患者さん
④対象期間2010年9月1日～2014年9月30日

⑤研究機関の名称山ロ大学医学部附属病院

⑥対象診療科第一内科

⑦研究責任者氏名橋本真一所属第一内科

⑧使用する資料等対象患者さんのB-RTOによる治療結果、カプセル内視鏡検査結果、性別、年齢、病歴、臨床所見、血液・血液生化学検査データ等をカルテから抽出し、匿名化の後使用します。

⑨研究の概要B-RTOによる門脈血流改変が小腸粘膜に及ぼす影響は未だ解明されておりませんので、カプセル内視鏡を用いた検討によりB-RTO後に小腸粘膜に生じる変化を評価します。それにより合併症の予測が可能となります。
⑩倫理審査倫理審査委員会承認日20/∫年'0月28日

⑪研究計画書等の閲覧等研究計画書及び研究の方法に関する資料を他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で入手又は閲覧できます。詳細な方法に関しては以下の問い合わせ先にご連絡ください。
⑫結果の公表論文等にて公表します。

⑬個人情報の保護公表する場合、個人情報が特定されることはありません。

⑭知的財産権山ロ大学に帰属します。

⑯研究の資金源奨学金寄付金を使用します。

⑯利益相反ありません。

⑰問い合わせ先・相談窓ロ山ロ大学医学部附属病院第一内科橋本真一電話0836-22-2241FAXO836-22-2240


